
 

 

 

付録-8 石橋点検要領案と点検結果の事例 
 

 

 

本資料は、「石橋の維持管理に対する健全度診断と点検要領 2010 年 6

月 九州構造・橋梁工学研究会(KABSE)」から抜粋したものである。 

 

 

※末尾に参考資料として、点検調書（その4）を添付する。 

 





3.3 石橋点検要領案と点検結果の事例 

3.3.1 橋梁一次点検 

（1）点検の目的 

本要領（案）は，道路維持管理業務の一環として，管理する石橋（橋梁）の現状を把握し，耐荷

力・耐久性に影響すると考えられる損傷や第三者に及ぼす可能性のある損傷を早期に発見することに

より，常に石橋を良好な状態に保全し安全かつ円滑な交通を確保すると共に，点検結果で得られた情

報を備蓄することで合理的な維持管理を行うこと目的とする． 

「解説」 

ここでは，石橋点検の一般的な目的を示している．点検の第一の目的は，管理橋梁の現状を把握

し，石橋の安全性や使用性に悪影響を及ぼすと思われる損傷等を早期に発見することで適切な措置

を可能にし、安全かつ円滑な交通を確保することにある．第二の目的は，合理的な維持管理を実施

するために不可欠な基礎資料を蓄積し、継続的かつ効果的な点検や計画的な補修・補強をおこなう

ことにある．また，蓄積された点検結果を分析することにより，維持管理から見た設計・施工上の

課題や改善点が明らかになることが必要とされる．第三の目的は，石橋の文化的価値の観点から，

道路橋としての機能保持に加え，貴重な地域固有の文化的資源としての総合評価も期待される．従

って，石橋においては，管理者の視点・利用者の視点・地域の視点からの基礎的資料を得るという

面からも重要である．特に石橋は，築造 100 年以上を経過した橋も多くあり，また，その築造方

法や改修方法など専門的見識等を必要とするため，点検等に従事する者は石橋に精通した専門技術

者であることが望ましい． 

 

（2）参考基準書等 

石橋は、天然素材の石材を主に用いた橋梁である．このため、コンクリートや鋼材等を用いた一般

的な橋梁とはなじまない部位もあるが，作成においては，以下の諸基準等を参考にした． 

・「熊本県橋梁点検マニュアル（案）」 （熊本県土木部道路保全課Ｈ20年7月） 

・「橋梁定期点検要領（案）」  （国土交通省国道防災課Ｈ16年3月） 

・「石橋点検要領（案）」   （熊本地域再生技術研究会Ｈ21年7月） 

 

（3）点検の種別 

点検の種別は，以下のとおりとする． 

 

  



 

（4）点検の対象部材 

表3.3.1 点検の対象部材 

 



3.3.2 一次点検の概要 

（1）点検の概要 

一次点検の主な目的は，詳細な点検の必要性を確認するスクリーニングであるという観点から，第

三者へ被害を及ぼす可能性や交通の安全確保に影響が少なく，橋の耐荷力・耐久性には直接的に影響

しない「遮音施設，照明，標識施設，舗装，排水施設，点検施設，添架物」については，石橋機能と

文化的価値の両面から判断し対象外としてもよい．なお石橋の文化・地域資源的な面から総合的な判

断や評価が必要と思われる石橋については，教育委員会などの担当部局や有識者からのアドバイスを

得るものとする． 

 

（2）点検の手順 

石橋の点検手順を表3.3.2に示す． 

表3.3.2 石橋の点検手順 

 



3.3.3 実施方法 

（1）既往資料の収集 

対象橋梁の諸元について，電子データ化に必要となる点検調書（その 1～その 4）に必要な情報を

既往資料（橋梁台帳，工事記録図書及び市町村史等）から収集整理する． 

 

（2）現地踏査 

対象石橋の現地状況（交通量，河川の水量，駐車場の有無など）を把握し，どのような方法で石橋

本体の遠望目視が可能かを見極め，一次点検作業に必要な機器などを確認する． 

また，橋梁台帳や一般図を基に，目視で確認できる橋梁の諸元（上部・下部工形式，橋面，護岸な

ど）の確認を行う。特に一般図等がない場合は，石橋複元が可能な図面の作成を行うこと．その際，

詳細なスケッチや写真等の機器を活用し，復元可能な図面として記録整理するのが望ましい．また，

電子データ化する点検調書（その 2）現地状況写真に必要な，石橋側面（上流から下流方向），路面

状況（左岸から右岸方向），代表的な下部工の正面，親柱等を撮影する．図 3.3.1 はその一例であ

る． 

 

図3.3.1 石橋の正面，側面，下部工，親柱などの写真 

 

（3）基礎情報の入力・修正 

入手した橋梁台帳及び，調書，位置情報，写真等をデータ化し整理する． 

  



 

（4）点検準備 

点検用の点検調書（その 1～その 4），位置情報，橋梁台帳の出力を行う．また，損傷図作成用ス

ケッチブック、点検作業に必要な器具の準備を行う． 

 

（5）点検作業 

1） 点検体制 

点検作業は，石橋点検員1名と点検補助員2名の最低3名で行うことを原則とする． 

 

2）損傷の種類 

一次点検で判断する損傷は，以下の表3.3.3に示す25種類とし，点検調書（その1）に整理する． 

 

表3.3.3 損傷の種類 

 

  



 

3）点検 

一次点検（遠望目視点検）では、石橋の各部材の損傷状況を確認し，点検調書（その1～その3）に

記入するとともに，写真撮影を行う． 

近接目視が可能であれば，損傷位置等をチョークで表示する．写真は，石橋の上・下流．輪石は必

ず記録として残す．その際，各部材の形状，種別等が再現可能なレベルで整理する．また，必要に応

じスケッチ図も記録として残す．（図3.3.2参照） 

 

図3.3.2 石橋の損傷スケッチと写真撮影 

  



 

（6）点検調書 

【点検調書（その1）石橋諸元・点検結果の概要】 

 

 

【点検調書（その2）各部材ごとの写真整理】 

 

  



 

【点検調書（その3）図面・損傷図の作成】 

 

 

【点検調書（その4）対策方針の選定】 

 

  



 

（7）損傷の評価 

損傷度の評価は，損傷の種類ごとに表3.3.4に示す3つの損傷度に区分することを基本とし，損傷

の広がりを10％単位で記録する．損傷の広がりについて評価し難い場合は有無で記録する． 

表3.3.4 損傷度の区分 

 

 

（8）損傷度判定基準 

損傷の種類と損傷度は下表の通りとする． 

表3.3.5 損傷度の判定基準 

 

  



3.3.4安全対策 

（1）安全管理 

点検業務については、協会として必要な安全管理体制を整備し，業務従事者については，必要な安

全教育を実施する． 

 

（2）安全管理体制 

安全管理体制については，以下の通りとする． 

 

図3.3.3 安全管理体制 

 

（3）安全教育 

点検業務に従事するには，安全教育を実施する． 

Ｉ） 現場代理人は，業務着手前に作業員全員に「安全教育」を実施する． 

2） 安全教育では，業務内容，作業分担，作業実施方法，安全対策等を説明し，全員に理解させ

る． 

3 ）高所作業，船上作業等については，「労働安全衛生法」「労働安全衛生規則」その他関－係諸

法規及び安全管理仕様書等を遵守して実施する． 

4） 危険が予想される設備（鉄道，道路，高圧電線，ダム，堰等）の近傍での作業及び高所作業等

については，安全対策を行った後に実施する． 

5） 作業員は，安全教育の内容を理解した後，「安全教育確約書」に記名，捺印し現場代理人へ提

出する．現場代理人は，「安全教育確約書」を業務完了まで管理する． 

6） 現場代理人は，作業に伴い予知される危険要素の指摘及び具体的な対応処置を朝礼，危険予定

の活動等を通じて作業員に周知し，災害防止を徹底する． 

  



（4）作業基準 

業務実施時には次の留意項目を遵守した体制で作業を行う． 

表3.3.6 作業実施での留意項目 

 

 

（5）安全器具の活用と避難体制 

避難用階段 2 ヶ所を左右岸に確保し，救命用ロープ（ザイル 30ｍ，2 本）を両端に固定して万一

の増水時に備える．図3.3.4 に示すように見張人を配置して作業し，図3.3.5 のような安全器具を準

備するのがよい． 

 

 

図3.3.4 安全管理における見張人の配置 

 

 

図3.3.5 安全器具 

  



3.3.5 点検結果の事例 

以下，点検結果の事例として，井口橋と聖橋を取り上げた． 

 

（1）井口眼鏡橋 

 

  



 

 

  



 

 

  



 

 

  



（2）聖橋 
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